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3． 流域の産業経済状況 
 

3.1 土地利用 

姫川流域は、長野、新潟両県にまたがり２市２村からなり、下流部の平野部には、新潟県糸

魚川・西頸城
に し く び き

地方の主要都市である糸魚川市を有している。流域の土地利用は、山地が約 94％、

水田・畑地が約 5％、宅地等が 1％となっている。 

 

     
 

出典：国土数値情報、平成 9年 

 

図 3-1 姫川流域の土地利用分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：国土数値情報、平成 9年 

 

図 3-2 土地利用割合 
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図 3-3 土地利用分布の変化 
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3.2 人口 

姫川流域関連市町村の人口推移は、表 3-1及び図 3-4に示すとおりであり、長野県白馬村は

増加傾向にあるが全体では減少傾向にある。 

 

 

表 3-1 姫川流域市町村の人口推移 
（単位：人） 

※1 糸魚川市は平成 17 年３月に旧青海町・旧能生町と合併。平成 17 年の人口は糸魚川市ＨＰより 

※2 美麻村は、平成 18 年１月に大町市・旧八坂村と合併し、現在は大町市 
出典：国勢調査、糸魚川市ＨＰ 

 

 

図 3-4 姫川流域市町村の人口の経年変化 
出典：国勢調査（各年報告書、総務省ＨＰ） 
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3.3 産業 

流域内の産業は山間を利用しての農業、林業が主であり、工業は明星山、黒姫山より算出す

る石灰石を利用してのセメント工業が盛んである。また、糸魚川市は山と海が調和した絶好の

観光地となっている。 

姫川流域市町村における産業別就業人口割合は、表 3-2及び図 3-5に示すとおりである。流

域市町村は、スキーや温泉などの観光産業が盛んなことから、全体として第３次産業従事者の

割合が高い。旧青海町はセメント工場などの立地により、第２次産業従事者の割合が高くなっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小滝川ヒスイ峡（新潟県 HP より）            八方尾根スキー場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

姫川第七発電所                 セメント工場 
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表 3-2 姫川流域市町村の産業別就業人口 
（単位：人） 

出典：総務省 平成 17 年国勢調査 

 

 

 

出典：国勢調査（各年報告書、総務省ＨＰ） 

 

 

図 3-5 姫川流域市町村の産業別就業人口割合の推移 
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3.4 社会経済の特徴 

姫川が貫流する糸魚川市では、北陸自動車道、国道８号、１４８号等の広域交通網の整備さ

れており、2014 年度完成を目指し北陸新幹線の整備も進められている。 

また、地方港湾姫川港は、化学、セメント工業を背景に発展し、取扱貨物量も年々増加し、

平成 16 年には、過去最高の 568 万ｔの取扱を記録するなど順調に伸びてきており、当地域の海

運拠点としての役割が一段と高まっている。 

姫川改修事業の進捗により、糸魚川市大野地先の糸魚川温泉や糸魚川市南寺島地先の土地区

画整理事業等の開発が進み、更なる地域の発展が期待される。 
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図 3-6 交通体系図水害と治水事業の沿革 

 




